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　利尻島におけるキク科センダングサ属は，館脇
（1941）及び松野（1984）によりエゾノタウコ
ギ Bidens radiata Thuill. var. pinnatifida (Turcz.) 
Kitam. が報告されているが，筆者らは 2006 年 9
月 1 日に利尻島南部の仙法志御崎海岸でアメリカ
センダングサ B. frondosa L. を確認したので報告
する．
　アメリカセンダングサを確認したのは，御崎海岸
の波打ち際から 5mほど陸地側であった．溶岩流の
くぼみに大きいものでは30cm以上の転石がつまっ
た箇所で，周辺にはかろうじてハマハコベやハマツ
メクサが生育する劣悪な環境であった（図１）．草
丈 60cmほどの大きな個体では，遠くからでも茎が
紫がかり，利尻島の海岸域に分布する他種とは明ら
かに違って見え，頭花に総苞より長い苞葉と短い舌
状花がある（図２）ことから本種と同定した．周辺に
は大小含めて８個体が確認され，すべてが開花もしく
は開花直前で，結実しているものはなかった．
　アメリカセンダングサは，北アメリカ原産で日
本には大正時代に帰化し，現在では全国に分布し
ている（大場ほか，2003）．しかし，これまでに利
尻島では記録されておらず，帰化植物による影響
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について，五十嵐（2000）や佐藤ほか（2005）が
利尻島の在来種植物への影響を危惧し，2001 年よ
り利尻島内の湿原ではオオハンゴンソウを防除（利
尻島自然情報センター，2006）していることなど
から，新たな帰化である本種については，標本採集
（RTMP439- RTMP443）及び写真撮影の後，周辺
で確認された個体を全て引き抜いて駆除した．
　アメリカセンダングサの分布拡大について大場ほ
か（2003）は，痩果の逆刺で動物に付着して運ば
れるとしているが，利尻島においては他に分布地が
ないことから，北海道本土の河川等から大雨時の流
出物に混じった種子が大時化等により海岸に打ち上
げられたのではないかと推測された．このようなこ
とから，今後も同所や他の環境が類似した海岸域等
の定期的な分布調査をするなどして，経過を観察す
る必要があると思われる．
　なお，館脇（1941）と松野（1984）の文献には
記載されているものの，筆者らが確認できていな
かった前述のエゾノタウコギについては，2004 年
８月 26 日に疋田英子さん（稚内市），宮本敬之助
さん（知立市），鈴木順子さん（板橋区）の３氏に
より，利尻島北部の鴛泊夕日ヶ丘展望台基部で再確
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認され，２個体が標本（RTMP430，RTMP431）
として利尻町立博物館に収蔵されていることを，あ
わせて報告する．この貴重な記録の提供について，
この機会にあらためて３氏へお礼申し上げる．
疋田・鈴木の両氏に再確認時の状況について尋ね
たところ，夕日ヶ丘展望台へ向かう途中で，周辺に
背の高いイネ科草本やオオイタドリが生育する民家
背後の一部にエゾノタウコギ（図３）が群生するの
を偶然に発見したとのことである．生育地が湿った
地面であること以外，生育規模等については正確に
記録されなかった．また，これらのエゾノタウコギ
がもとから自生していたものかは不明であるが，民
家付近であること，駐車場や工事に伴う土砂置き場
等にも利用されるなど，人為的な要素が強い場所で
あることから，近年持ち込まれた可能性も考えられ
た．その後，アメリカセンダングサの確認に伴い，
佐藤が 2006 年秋に同所を訪れたが，エゾノタウコ
ギは確認できなかった．エゾノタウコギは多年草で
あり，2004 年に記録された状況から個体群が維持
できない状態ではないものと考えられ，前述したよ
うな工事用の土砂による埋没，または土砂撤去など
の人為的な影響により絶滅したことも推測され，今
後，同所付近での追跡調査が必要である．
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図１-3．１．利尻島仙法志御崎海岸で確認されたアメリカセンダングサ（全体）．２．利尻島仙法志御崎海岸で確認されたアメリカセ
ンダングサ（拡大）．３．利尻島鴛泊ペシ岬基部で 2004 年に確認されたエゾノタウコギ（撮影：疋田英子さん）．


